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Acetylspiramycinの 臨 床 検 討

上田 泰・松 本 文 夫 ・中村 昇 ・斎藤 篤

野田一雄 ・古屋千鶴子 。大森雅久

慈恵医大上田内科

(昭和43年2月23日 受付)

Spiramycinか ら出発したAcetylspiramycin(以 下,

AC-SPMと 略)はSpiramycin(以 下,SPMと 略)に 比

較して血中濃度,臓 器内濃度ともに高く,感 染動物実験

でもすぐれた効果のあることが報告されている。私達も

本剤について下記の諸点を検討した。

1.病 巣由来のcoagUlase陽 性ブ ドウ球菌に対す

るAC-SPMの 感受性

病巣より分離 したcoagulase陽 性 ブ ドウ球菌25株 に

対する本剤のMlcを100mcg/mlか らo.1mcg/mlま

での2倍 稀釈系列で平板稀釈法によつて測定(使 用培地

はheartinfusion寒 天培地で,接 種菌量は108で,37

℃24時 間培養後判定)す ると,表1の 如き成績 となる。

すなわち感受性 は3.2～25mc9/mlに 分 布 し,25株 中

17株 が6.3mcglm1以 下で発育が阻止される。いつぼ

5,SPMの 感 受性は3.2～50mcg/mlに あ る。私達の

調べたブ ドウ球菌では両剤 との間に有意の差は認められ

ない。

II.吸 収,排 泄

1)血 中濃度

健康成人(5例)に ついてAC-SPMお よびSPMを

crossoverし て経口投与 し,血中濃度を測定 した◎両剤

ともそれぞれ早朝空腹時1回100mgあ るいは200mg

経口投与し,投 与後1,2,4,6時 間 の血中濃度を枯草

菌PCI-219株 を検 定 菌 と したcup法 で 測 定 した。

5例 の 血 中 濃 度 の 平 均 値 は 図1に 示 す 如 く で あ る。 両

剤 の 血 中 濃 度 を 比 較 す る と,100mg1回 経 口投 与 で は

peakは 投 与 後2時 間 値 に あ り,AC-sPMはo・82mcg/

m1,SPMは0。62mcg/m1を 示 し た 。 ま た200mg1

回 経 窺投 与 のpeak(2時 間 値)はAC--SPMで1・0,

SPMでO.72mcg/mlと い う値 を 示 し,100mg,200

mg投 与 の いず れ もAC-SPMに 高 い 血 中濃 度 が え られ

た 。 血 中 濃 度 の そ の 後 の 消 長 を み る と,AC-SPM100

mg経 口投 与 の4,6時 間値 は0.4,0.24mcg/mlで あ
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り,SPMloomg投 与 で はo.32,0.16mcg/mlで あ つ

た 。 ま た200mg経 口投 与 で は そ れ ぞ れAC-SPMの

o.8,0.55mcg/ml,sPMのo.68,0.5mcg/m1と い う

値 が 得 られ,い ず れ もAC-SPMの ほ う が 高 値 を 示 し

た。

2)Halflife

AC-SPMお よびSPMの 血 中濃 度 のhalf-1ifeを 検

討 した 。100mg経 口 投 与 時 のhalf-1ifeはAC-SPM

表2Acetylspiramycinの 尿 中 濃 度 尿 中 回収 率

(健 常 成 人5例 平 均)

200mg

100mg

Urineleve1

0～2
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6.24
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200mg

100mg

Urinerecoveries

・-212-44-616-・2

0.48

0.43

1.43

1.16

2.92

0.74

表3Spiramycinの 尿中濃度尿中回収率

(健常成人5例 平均)

200mg

100mg

Urinelevel

0～2 2～4

4.25

4.29

68.1

1.96
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で3・9時 間, .SPMで4・1時 間で あ り・また200mg

経 口投与ではそれぞれ7.1時 間,7・3時 間 となり,両 剤

の問に有意の差は認められなかつた。

3)尿 中排泄

血中濃度の測定と同時に尿中濃度を測定 し,か つ尿中

回収率を算出した。両剤 とも1回100mgお よ び200

mg経n投 与後,2,4,6,12時 間 目の尿を採取し,血

中濃度と同様にPCI219株 を用い,cup法 に よつて尿

中濃度を測定 した。

AC-SPMとSPMの 尿 中濃度お よび尿中回収率は表

2,3に 示すごとくである。
mcg/ml

AC-SPMの 尿中濃度は100mg経 口投与ではO.50～

4-616-・ ・2hrs42・mcg/ml
,2・ ・m$経 。投 与 で は2.29-・4.39mcg/

14.392.29mlで あ り,SPMの100mg投 与 で は0・69～4・29mcg/

2・960・37ml,200mg投 与 で は4.25～259・Omcg/mlで あ つ たo

す な わ ち,AC-SPMの ほ うが 尿 中 濃 度 は 低 い。 また12

mgReco・ 時 間 まで の尿 中 回収 率 は100mg投 与 で はAC-SPMが

T。ta1髪e「y・
・93%e,SPMが4・5・%e,2・ ・mg投 与 で は そ れ ぞ れ

3。29%,6。27%とAC-SPMの ほ うが 低 値 を示 した。

1・746・573・29尿 中 排 泄 の検 討 で はAC-SPMの ほ うが 少 な い傾 向 を

O.601・931.93 示 した
◎

III。 臓 器 内 濃 度

健 常 ラ ッ トにAC-SPMとSPMを そ れ ぞ れ50mg/

kg1回 経 口投 与 した 際 の 血 清,肺,肝,腎,脾 内 濃度
mcg/ml

4-616-・2hrs㌔ 灘 巖;ま 愚讐製 盤 諭 なわち

259、062.5AC-SPMの 臓 器 内 濃 度 の 高 さ は,腎,肝,脾,肺,血

3・210・69清 の 順 で あ る。 そ してSPMに 比 較 して 各臓 器 とも高濃

度 の 傾 向 を 示 した。
mg'Reco・

TotalveryIV・ 臨 床 成 績

%表4の ご と く,急 性 気管 支 炎3例,慢 性 気 管 支 炎1例,'

…51・2・556・27誰 扁桃炎・例・計5隙AC-SPMを 使肌 た・使用

…2i4・5・4・5・ 量 は ・回300mg・1日 姻1・200mg'"◎ 投 与 期 蹴

5日 か ら10日,総 量6～129で あ る。 原 因菌 の 消失,

白血 球 数 の減 少,赤 沈 の 改 善,発 熱 そ の 他 の 自覚
ラット1畿 症状

の消失などからその効果をみると,症例2の

急性気管支炎をのぞ く4例 が本剤に有効に反応し… 一一Aごθナγ騙搬卿吻

一Splramxclnた
oと くに症例3,5は 効果があつた。

副作用としては症例1に おいて軽度の悪心,嘔

3吐,心 窩部痛などの胃腸障害があつたが,そ れ以

%鈎 εη 外には著るい ・ものはまだ認められていな妬3

V.考 按 ならびに結語

2D感 受性

coagulase陽 性 ブ ドウ球菌に対する本剤の感受

性は他のmacrolide系 抗生剤のそれに比較 して

1231㌔3鋤 であるとの報告が多いが・私達の検討囎 で
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表4Acetylspiramycinの 臨 床 成 績

コ

ー

一翌 一AgeClinicaldiagnesiS・rganisms嚇 磯 論 一1t舞1Σt

1.H.K・632AcutebronchitisS彦r.viridans1,278.4十 十

2.F,M.δ34AcutebronchitisStaph.aureus1.256.0--

3・T・0・62gAcutebronchitisStr.viridans1.256.0十 卜 一

4・H・0・ 蟄 ♀24TonsillitisStaph・aureus1・278・4十 一一

5.K・K・660ChronicbrenchitisS彦aph.aureus1.21012.0十 ト ー

はAC-SPMの 感受性は6.3mcg/mlにPeakを 持ち,

SPMの それ と比較 して有意 というほどの差は認め られ

ない。 そして他のmacrolide系 抗生剤に比較 しても,

とくに敏感 という印象は受けない。

2)吸 収および排泄

AC-SPMはSPMに 比較 して耐酸性であるために,

内服後の血中濃度が高 く,持 続も長いとされているが,

私達の成績では2時 間のpeakお よび持続時間でSPM

に くらべAC-SPMの ほ うがやや優れた値 を示 してい

る。しか し血中濃度のhalf-lifeで は両剤の間に有意の

差は認められない。また尿中回収率はSPMに 比較し

てAC-・SPMの ほ うが劣つている◎この成績はAC-SPM

はSPMよ り血中への移行率がよく,か つ長い時間持続

することを示すものである。

3)臓 器内濃度

ラットにおける臓器内濃度はSPMよ りAC-SPMの

ほ うが高値を示すが,と くに腎,肝,肺 などにかなりよ

く移行する。

4)臨 床成績

検討症例が少いために明確に臨床効果を批判でぎない

が,私 達の小数例では呼吸器系疾患には効果があるよ う

である。

副作用は1例 に胃腸障害が認められた。
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CLINICAL STUDIES OF ACETYLSPIRAMYCIN

YASUSHI  UEDA,  FUMIO MATSUMOTO, NOBORU NAKAMURA, 

 ATSUSHI  SAITO, KAZUO NODA,  CHIZUKO FURUYA and 

                 MASAHISA  OMORI 

  Department of Medicine, Jikei University School of Medicine

 We discussed on sensibility, absorption and excretion, concentration in the organs and clinical results 
of  acetylspiramycin. 

 (1) Sensibility of  acetylspiramycin to staphylococci was distributed between  3.  2 and 25 mcg/ml, 
which does not show significant difference from that of spiramycin . 

 (2) Blood concentration of  acetylspiramycin was kept much higher and longer than that of 
spiramycin, and its urinary recovery rate was low as compared to that of spiramycin. 

 (3) Concentration in the organs of rats was' high as compared to that of spiramycin. Acetylspira-
mycin showed large amount of transition especially into the kidney, liver and lung. 

 (4) As to clinical results,  acetylspiramycin was effective in 4 out of 5 cases and as to side effects, 
gastro-intestinal disorder was observed in 1 case.




